
１  下の図の四角形ＡＢＣＤは，ＡとＢのところの角が直角になっている台形です。Ｅは辺ＤＣ

のまん中の点で，直線ＰＥは台形ＡＢＣＤの面積を２等分します。３つの辺ＡＤ，ＡＢ，ＢＣ

の長さがそれぞれ２０cm，３０cm，４８cm のとき，ＰＢの長さは何 cm になるかもとめまし

ょう。

直線ＰＥが四角形ＡＢＣＤの面積を２等分することより，四角形ＡＰＥＤと四角形ＰＢＣＥ

の面積は等しい。

 また，点Ｄと点Ｐ，点Ｃと点Ｐを結ぶと，点Ｅは辺ＤＣのまん中の点だからＤＥとＣＥが等

しくなることより，底辺と高さが等しくなるので三角形ＰＤＥと三角形ＰＣＥの面積は等しい。 

したがって 

（四角形ＡＰＥＤの面積）＝（四角形ＰＢＣＥの面積） 

（三角形ＰＤＥの面積）＝（三角形ＰＣＥの面積） 

より 

（四角形ＡＰＥＤの面積）－（三角形ＰＤＥの面積） 

＝（四角形ＰＢＣＥの面積）－（三角形ＰＣＥの面積） 

このことから 

よって  

つまり  

（三角形ＡＰＤの面積）＝（三角形ＰＢＣの面積） 

ＡＤ×ＡＰ＝ＢＣ×ＰＢ 

ＡＤ：ＢＣ＝ＰＢ：ＡＰ＝２０：４８＝５：１２ 

したがって 
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問題３ 長さをもとめよう 
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